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アジア極東地質構造図について(その･)

～第2回アジア極東地質構造図編集会議

と地質構造図編集要領～

はじめに

第2回アジア極東地質構造図譜間グノレｰプ会議(The

SecondConsu1t&tiveGエ｡upMeetingfortheTectonic

MapofAsiaand-theFarEast)がエカフェユネスコ

世界地質図委員会共催でユネスコの経済的援助を得て

1973年10月1目から10月3目までマレｰシアの首都

クアラノレンプｰルのマラヤ大学地質学教室で行恋われた

(写真1234).第1回の会議に関しては本誌

219号で紹介したのでここでは前段で第1回会議後

のアジア極東地質構造図編集に関する動勢と今回の会議

の概要を紹介し後段でとくに地質構造図に関心のあ

る方々のために編集要領に関連してやや詳しく紹介し

てみたい.

(1)第1回アジア極東地質構造図諮問グルｰ

プ会議後の動勢

1972年3月下句マレｰシアのクアラノレンプｰノレで開か

れた第1回アジア極東地質構造図諮問グルｰプ会議の結

果プレｰト･テクトニクスの考えをもり込んだ地質構

造図の凡例(本誌219号236号参照)をアジア極東全域

に適用して地質構造図を編集するには問題が多く大勢

としてはヨｰロッパなどの地質構造図に対する考え方

やプレ』ト･テクトニクスの概念にとらわれることなく

できるだけ客観的在資料に基づいて地質構造図を編集す

ることになった.

広川治

その後エカフェ事務局の要請によりオｰストラリ

ア政府から地質構造の専門家ダギチ氏(H･E･DoUTc亘)

が顧問としてエカフェ事務局に派遣され1972年!2月～

1973年1月にエカフェ事務局や地域内の専門家と協力し

てかなり詳細な地質構造図編集要領案が作成された.

一方顧問や共同調整者の意向により3名の准調整者

が指名され地域内3地区の地質構造図を調整･編集す

ることになった.

地質構造図編集要領案は准調整者など地域専門家に

配布され意見をもとめられた.このようにして作成さ

れた第1段階の編集要領の骨子は次のようなものであ

った(第1表第1図参照)
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もっとも基本的な単元として`TectonicStage'を設定す

る.この単元は不整合により区切られる岩石系であ

るTectonicStageは他のTectonicStageととくに構

造様式カミ異なることであり次に大切なことは岩相が異な

っていることである.

このいくつかのTectonicStageをその基本的構造形態の

差からBasとment(基盤岩)Fau1tBe1ts(禰曲帯)

Co∀er(被覆岩層)に分類する.各TectonicStageを

火成岩分布地域構造上の差などによりさらに小区分し

それらの時代や岩相を示す.時代は色と文字記号で岩

相は地紋で示す.たお色は作業段階では古い時代か

ら新しい時代に向かってスペクトノレの紫から赤に至る順

に用いる.

火成岩もその属する時代色と地紋により表現し変成岩の

生成時期は時代を示す色の地紋により表現する.

写真①クアラルンプｰル空港表玄関

写真②クアラルンプｰル市街�
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第1表

タイ北部の地質総括表

�時代�岩棚�火成活動地質構造区分�

�現世一更新世�礫砂粘土一I■■一1■一■■一'1■1■一'1�一一■■'■一■■■一■一I一■1'･■■■11一■■一一'一■1■''一■1■■�

�第三紀�砂またはシルト(砂岩■シルト岩)礫(礫岩)亜炭を挾む粘��

��土歴青質頁岩淡水成石灰岩.石灰華��

��J｡赤色泥質および砂質堆積物�玄二二Tl:1花岡石(%)〃■&Tγ�

�白1亜紀～�J｡緑灰色または赤色アルコｰズ質砂岩頁岩シルト岩��

��J｡礫岩赤色砂岩(シルト岩および頁岩を挟む)局処的に��J_KC･

�ジュラ紀���

��海成石灰岩��

�'一■1■1一一111一一1一'一11一'一一���

�ノｰリック���

■一一一��局処的に石灰岩海成灰色㌧哀羨二∴頁岩砂質頁岩砂岩(一�蟻声い�

畳��部赤色礫岩を含む)�花南岩(%)�

��石灰岩チャｰト質石灰岩チャｰト頁岩��w

紀����

�スキティック�頁岩砂質頁岩アルコｰズ質砂岩グレイワッケ�局処的に安山岩�

��礫岩砂岩(局処的に赤色)微に細粒砕盾岩に移過一一I■'11一一■一1一■'■一1一■''一■■'一一一一一'1■■''一一一一■�凝灰岩�

���↑�

�後期二畳紀�海成砂質頁岩砂岩チャｰトを挾む�局処的に1凝灰岩�

�帆前期二畳紀�フズリナ石灰岩横に砕屑岩に移過対処的に海進性�を伴う巾作酸性�C･一五F･

��ところにより最上部石炭系�火山升�

��舳'1一一一一一I■'一1一■'■'11■''■■■'1■■■'1I■一'■'一1一■��

��海成砕盾岩(砂岩礫岩)主として赤色榊石灰岩と頁岩を�↓�

�後期石炭紀��局処的に縦灰岩�

��挾む��Cuπ

��～～帆､仙帆へ舳､､帆､～､��

��↑�主として中性一�

��{�塩基性の火山作�

��チャｰト頁岩砂質頁岩�～唯火山性岩�

�前期石炭紀�砂岩グレイワッケ頁岩互灰堂幸拠竺..�一一部名閑岩�

��1'■1■1'�花開岩(x)�C1γ

��一部:頁岩を挟む石灰質岩相��

�デボン紀�主部:チャｰトまたは石灰岩を挟む細粒砕暦岩砂質頁岩��

��筆石を含む黒色頁岩およびチャｰト��

��一部:石灰質～泥灰質岩和��

�シルル紀�主部:砂岩および砂質粘板岩少量のチャｰトおよび粘板岩��一C_C1F･

��(または千枚岩)を伴う��

�オルドビシア紀�石灰岩およびまたは量的割合の変化する粘板岩および砂質��

��粘板岩(または千枚岩)一一一■'一'一11■｣■'一1一■I■■'一■■■'一一■一■一■一一1一■■■一'1■■■'■'一■■'一1■■■1'一■■'一一■'■1■■■'一一■■■��

�最前期オルドビシァ���

�紀～カンブリア紀�珪岩およびまたは砂質頁岩(または千枚岩)局処的に礫岩��

�先カンブリア紀�大理石を挾む准片麻岩�花南岩(?)�£BP

���浥�

`C:カンブリア紀

Fユ,F2:Fo1dBe1tsC1,C2,C3,C4:

C1,Cu:前期後期石炭紀玉:三畳紀

CoverP'C:先カンブリア紀

J:ジュラ紀丁:第三紀γ:花商岩

写真③マレｰシア国会議事堂

写真④地質学教室標本陳列室のテクタイト(Teとtite).地表に産する黒曜石

類似の天然ガラス質物質で写真に見られるよう汝形状.オｰストラリ

ア東南アジアアフリカ北部チェコスロバキア北米泳どにかぎって

産する.明石に関係してできたなどいろいろな説があるがその成因は

明らかでない.�
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第1図タイ北部の地質構造図

〔凡例〕括弧内の色は編集要領付図の色
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今回の会議はこの編集要領にしたカミって関係各国で

編集した地質構造図を検討し今後関係各国准調整

者共同調整者津縮尺500万分の1アジア極東地質構造

図の編集作業を進めるための計画準則などを決めるた

めのものであった.

(2)今回の会議の概要

参加国および参加人員は!5カ国および関係機関代表

30名でありその内訳は次の通りである.

アフガニスタン(1)オｰストラリア(1)ビノレマ(2)フ

ランス(1)ドイツ(1)インド(2)インドネシア(3)イラ

ン(1)日本(2)クメｰル共和国(2)韓国(1)マレｰシア

(1)フィリピン(ユ)ベトナム共和国(2)ソ連(ユ)､アメリ

カ(3)エカフェ事務局(2)世界地質図委員会(1)ユネス

コ(1)CCOP(1).

たお日本関係者は地質調査所員広川治資源大学長

西脇親雄UNDP/cCOP沢村孝之助であった.

会議の経過と内容

第1日

型通りの手続きがありアジア極東地質構造図共同編

集調整者の一人であるインドネシア地質調査所長Mr･

Jb趾NNムsが議長エカフェ鉱物資源開発課長Mr.L週｡

STAc亘カミ副議長となって会議が進められた.

第1回アジア極東地質構造図諮問グルｰプ会議後のエ

カフェ事務局の活動の紹介カミあった後イランインド

マレｰシアタイペトナムフィリピンだとの地質構

造図についての説明質疑応答がなされBase㎜ent

Fo1dBeItsCover色などに関する問題が提起された.

地質構造原稿図を提出展示した国はイランインド

スリランガネバｰノレブｰタン.タイペトナム共和

国マレｰシアインドネシア(ジャワとイリアン)

フィリピン目本モンゴルであった.狂おアフガ

ニスタンは編集が間に合わずビノレマと韓国は新しい地

質図が近く完成するのを待っていたので地質構造原稿

図は未完であった.

第2目

1目目に引き続いて日本韓国モンゴル地質構造図

の説明質疑応答があり問題か提起された.日本

は200万分の1縮尺の地質構造原稿図と地質構造区分

および時代区分に基づいた総括表とにより提案に基づ

く構造区分の仕方と変成帯およびオフィオライト(か

んらん岩～蛇紋岩斑れい号および輝緑岩)帯に重点を

おいて説明し用語の定義泣とについて問題をあげた.

このようにして構造区分の規準一つの構造単元

(TectonicStage)内の構造帯･変成帯･岩相帯の表現

色の選定と用法用語の定義などに関し多くの問題が提

起された.提案された地質構造図の標準凡例と関連し

て新しく提起された問題の検討がなされたか共同編集

調整者編集准調整者会合で別に検討されることになり

次の議題に移った.

関係各国の地質構造原稿図から編集准調整者による

担当地域編集共同調整者によるアジア極東地域全域の

地質構造原稿図編集の手順･方法が討議され地球物理

沿海関係の資料の取り扱い方が検討された.一般会議

終了後編集共同調整者編集准調整者および一般基準

や凡例の提案者の会合が行なわれとくに“Tectonic

Stage"の基本的単元の内容･定義に関して検討された.

第3日

世界地質構造図小委員会の考え方やアジア極東地質構

造図編集に対する参考意見などが述べられた後本会議

の報告書案の検討が行なわれた.

報告蕾の大要

1.広域地質構造原稿図編集のための様式と凡例

a.提案要項を適用する際いろいろ問題がありと

くに構造区分の基本的用語内容の認識が明確でなかっ

たので次のように定義された.

Basement(基盤岩):ある地域においてもっとも古い岩石で

榴曲を赦しているか変成複合岩体をなしているもの

亙｡ld腕1t8(摺曲帯):これには2種類ありその一つは熱的

影響を受けた岩石を含む榴山帯で他の一つは熱的影響を受

けない岩石からなる摺曲帯である.この両榴山帯は変形した

Cover(被覆岩層)とも見なされよう.

Co▽砒(被覆岩鰯):擾乱されていないかわずかしか摺曲し

てい恋い岩層である種の熱的影響を受けていることもあろう.

この3つの区分のどれに入れるべきか判断に苦しむ場

合もあろうがこれらの問題のほとんどは隣接した国

々の構造図を総合する際に編集者や准調整者の判断に

待つことにたろう.

b.彩色に関しても異議問題があったが地域的に

彩色カミ不均一であっても最終的に編集調整者准調整

者協議の上で統一した彩色をほどこすことになろう.

C.地球物理的資料を図示するかどうかということカミ

問題にされたが地図作成上問題があり最終的に原稿

図カミ作成される段階で決められることにたった.

d.沿海の構造1と関する資料を図示する件に関しては

陸域の地質構造図の作成作業がもっと進捗するまで懸案

とし沿海地域に表示される構造に関する資料について

は1974年2月カノレカッタに開催される世界地質図委員�



会のアジア極東小委員会の就任会議で討議されることに

なろう.

2.地質構造原稿図作成計画

a.関係各国機関は最終的に用いられる500万分の

1縮尺の原稿図と同一の区分凡例にしたがって250

万分の1縮尺で地質構造原稿図を作成する.この際

准調整者がその担当地域について比較でき統合できる

ように編集する.エカフェ事務局は関係各国の250万

分の1縮尺の白図(Basemap)を用意し関係各国に送

付する.

b.関係各国の地質構造原稿図はできるだけ速く遅

くとも1974年3月まで編集准調整者に送付する.

編集准調整者とその調整担当国は次の通りである.

Dr.J.ST0唖LIN(イラン地質調査所UNDP):アフガニス

タンイランモンゴルパキスタンおよびマライインド

シナ半島の諸国

Dr.nKRムY(インド地質調査所):インドセイロン

ブｰタンネパｰルビルマおよび中国

広川治(日本地質調査所):日本韓国およびフィリピンまで

の諸島弧

共同調整者〔インドネシア地質調査所長Mr.J0HANNAsおよ

びDr.J.KATILI(インドネシア資源省)〕:インドネシアお

よびカリマンタン･チモｰル全域

｡.各国の原稿図が1974年3月までに共同調整者に提

出されるなら1974年9月までに再調整と再編集を終了す

る.500万分の1白図(Basemap)はエカフェ事務局

で準備する.エカフェ事務局は1974年3月～9月に沿

海に関する資料をアジア極東地域全体の原稿図編集が

1974年末までに完了するよう共同調整者に送付する.

1974年末頃に共同調整者准調整者および各国編集者の

会合が行われるであろう.

写真⑤

会議場にあてられたマラヤ

大学地質学教室.協同調

整者の一人Dr.J.KATエLI

(右).

d.地質構造図の説明書については関係各国機関は

それぞれ自国の地質構造図の説明書を用意し第一段階

は准調整者が担当地域に対しまとめ次の段階は共同調

整者がエカフェ事務局および顧問と協議して地域全体を

まとめる.以上が報告書の大要である.

(3)アジア極東地域地質構造図編集要領

地質構造図編集要領案についての意見

前段にも触れたカミ関係各国に第一段階地質構造図編

集要領が配布される前にダッチ氏寺提案による編集要領

案が調整者地域内専門家などに示され意見をもとめ

られたカミこれに寄せられた意見を要約すると次のよう

に狂る.なお読者は後に示されるタイ北部の例を参

照しながらこの章を読まれるとよりよく理解されるであ

ろう.

獨�

写真⑦

喫茶休憩場にあてられ

人おいて西脇資源大学

長一人おいて後向准

調整者Dr.JovムN

ST0cKLINフィリピン

代表Mr.G.R.BALcE

(同本に留学した).�



1.主観的な学説にとらわれずに客観的に地質構造や

地質構造史に関する事実を示すことはよい.

2.定義などに不明確な点がある.

a.Basement(基盤岩)Fo1dBelts(橘曲帯)Cover

(被覆岩層)の定義が不充分である.“Cover"という

用語をPlatform(台地):(地質学では大陸の広大な面積を

占め比較的薄い地層が水平またはわずかに傾きその下に

基盤岩のある地域､広義には基盤岩類が広大に露出する地域

すなわち楯状地を含めることがありこq場合にはクラトンと

同義)の被覆岩層に限定せずFo1dBeItsの被覆岩層で

あってもよいとしているがP1atfOrmの被覆岩層であっ

ても榴曲していてFoId早e1tに属するとしてよいこと

もあり被覆岩層とその基盤岩がともに摺曲している場

合もある.したカミっでこのような定義の不明確な用

語をTectonicStage(不整合間の岩石系)の区分に用い

ることは問題である.

b.Ophiolite(オフィオライト):(超塩基性岩塩基

性岩の複合岩またはこれらの未区分岩石を呼びチャｰトなど

の堆積岩を含めてOphio1itefOrmation(オフィオライト層)

と呼ぶこともある)Me1ange(メランジュ):(本誌236

号19ぺ一ジ参照)↑urbidite(タｰビダイト):(特徴

は1)クレ』ワッケ型の砂岩が主体2)級化成層が著しく発達'

3)リップルマｰクや斜層理が発達しない4)ソｰノレマｰクの発

達カミ著しい5)遠海浮遊性生物遺体やフリッシュ型生痕以外に

化石が非常に少なく浅海底生物化石が外来化石としてごくま

れに含まれるに過ぎない6)含礫泥岩や層内礫岩以外に礫岩が

少ない7)層厚が非常に厚いなど.タｰビダイトは地向斜堆

積物とくにフリッシュ型堆積物を特徴づけるが大きな沈降

速度と水深とをもつ一般堆積盆地の中心部を特徴づける.混

濁流により深海に運ばれ堆積した陸源堆積物と考えられている)

Youngerfoldbeltin1ier(後述)Stmctura1sty1e(構

造様式?)海底のShe1主S1･peP1･ineの定義が不明

である.またG1aucophaneschist(藍閃石片岩)が

どの範囲の結晶片岩を示すか不明である.

3.縮尺500万分の1の地質構造図の編集には堆積岩

相の区分が細かすぎる.構造運動と密接な関係のある

表魂たとえばSalt(岩塩)F1ysh(フリッシュ):(深

い海の乱泥流堆積物によ･り特徴づけられ一浅海底生化石を欠き

堆積相の主要な特徴は1)全層厚が非常に大きいこと2)砂質

堵と泥質岩とのリズミカノレな互層が多いこと3)級化成層が著

しく発達すること4)砂湯の下底にソｰルマｰクが多いこと.

このよう枚岩相を示す造山期または地向斜末期の堆積物は世界

のどの章山帯にも認められる)Mo1sse(モラッセ):〔造山

帯の後造山期堆積物を呼ぶ(アルプスでモラッセと呼ばれてい

るものはフリッシュよリ後σ)砕屑物を主とする厚い第三紀層.

プノレプスのフリッジ子地向斜が山地と化した時期に坐じた執縁

口!1地および川間盆地を隆起した山脈の削剥による砕屑物が埋

めたもの).堆積学的特徴一ユ)堆積環境が海淡水汽水と

変化に富むが深海相を欠く2)砂岩はサブグレｰワッケ型およ

びアルコｰズ質3)斜層理が発達し級化成層に乏しい4)礫

升に富む5)層厚変化が急減6)しばしば炭層を含む〕Me･

1ange亡メランジュ)などを用いたらどうか.

4.地球物理的デｰタを表現する凡例がない.

このような編集要領案について出された意見や問題に

対しダッチ氏は定義など不充分な点を認めながらも

｢第一段階に編集図に付けられたノ.一トや編集結果を検

討して問題を整理調整Lながら最終の編集にもって

ゆくべきである｣と述べ編集の第一段階では問題処

理をかなり各国の編集者の判断に任せている.また

客観性を重視し'｢最初の編集段階では客観性をそこ

.たう恐れのあるF1yshMolasseのような専門用語を用

いないようにし第一次編集資料が集まった段階でそ

のような用語を採用すべきかどうかを考えるべきだ｣と

いう意見を述べている･こうして補正された地質構造

図編集要領の概要を以下に紹介する.

地質構造図編集要領

目的

500万分の1アジア極東地域地質構造図作成の目的は

地質構造鉱床生成研究のため広域地質構造に関する

資料を提供するとともにアジア極東地域鉱床生成図編

集のための基図または手引きとして役立せようとする.

また凡世界的な造山運動地向斜発展プレｰト･テ

クトニクスなどに関する探究に貢献しようとするもので

ある.

基本的構造単元構造様式区分など

第一段階の編集では各編集地域において基本的構

造単元として“TectonicStage"を設定する.Tectonic

Stageは不整倉により区分される岩石系で区分上重要

なことは第一に構造様式(Structu･･1sty1e)が異なる

ことであり次に岩相(Lithofacies)が異なることであ

る.したがって2つの不整合間にある1.つのTect0･

nicStage(この時間帯に貫入した火成岩を含む)は熱的

変成現象や構造変形の有無にかかわりなく区分される.

さらに!つのTe･t･nicSt･geは変成帯火山活動帯

構造帯(榴山帯破砕帯など)堆積岩の岩相帯などに

より細区分され得る.断層などで不整合が直接認めら

れたい場合も化石などによる時間的間隙著しく異な

った構造様式(変成現象や火成現象の様式を含む)一

般走向層相岩相などの著しい差異によりTectonic�



�

Stageが区分されることにもなる.

ここに提案されたTe･tOnicStageは基本的構造様式

の差から次のように区分される.

1,Basement(基盤岩):対象となっている地域でもっとも古

いTectonicStageに適用すべきである.基盤は複合岩

体とかFo玉dbe1tinIier(新しい榴曲帯に囲またた古い

岩体または地塊)のこともあり古いFoldBe1t(榴曲帯)

のこともあるからBase㎜ent(基盤岩)とするかどうか

ということは編集者が決めることになろう.

2.Fo1dBe1ts(福山帯):これは地理的地形的榴曲山脈で

あるが地理的なものより地質的変形状態(深成火成活動

を含む)を基準にして区分すべきである.

3.Cover(被覆岩層):変形された岩体の上にのる比較的変形

されない岩層であるしたがってFo1dBe1ts(榴曲帯)

もCover(被覆岩層)の特殊な場合と見なされる.Fold

Be1tsの上にあるCover(Fo1abe1tcover)は変形され

ていることもあり変形されていないこともある.

結局如何にTectOnicStage(不整合間の岩石系)

を区分しどう呼ぶかは編集者が決めることである.

重要なことは編集初期段階において編集者が付表ま

たは付図によりその地域でTectOnicStageの相異な

ったタイプやグルｰプをどのようにまとめて表現したか

を明確にしまたそれらの時間的空間的関係を明示

することである.

この他次のような規約がある.

火成岩は主としてその生成時代によりいずれかの

TectOnicStageに所属させさらにこれを岩相により

区分する.変成岩はその原岩のTectOnicStageを

決めさらにその変成時期(原岩のTectOnicStageの

時間帯のこともあれば新しいTectOnicStageの時間

帯のこともある)と岩相を表現する.現在問題にた

っているような学説(たとえばプレｰト･テクトニクス)

に関係あるデｰタはできるだけ明確に表現する.地球

物理的資料については等量カ線の表現は可能であり

磁力地震から得られた構造形態線震央の深さ深発

震源等深線などは利用できるかも知れない.海底の摺

曲断層層厚などの表現が可能であるかも知れない.

凡例

一般:作業においては使用する人にとって説明

書がなくとも凡例と図で地質構造カミ充分理解できるも

のでなければならない.用語はできるだけ客観的で

特定の地質構造論に影響されないようなものでたければ

放ら狂い.記号はある時期の構造運動とともに地殻

の変遷を表現したものが望ましい.構造運動の性格は

凡例に記しあるTectOnicStageの構造運動の性格と

その後のものとを区別して記載すべきである.

Medi･nMa･sif(中央山塊)P1atfom(台地)An-

cientNuc1eus(古代地核)P1atfomCover(台地被覆

岩層)Geosync工ine(地向斜):(地殻の下方への擦曲あ

るいは破壊によって生ずる沈降域に厚い堆積物を生じたもの)

Or09en(オロゲン)恋との用語は岩相荏どのデｰタを

検討した結果明確に狂った時最終の凡例に用いられ

るべきで第一段階てば用い狂い方がよい.またPre-

cambrianBasementMesozoicFoIdBe1tsなどの用語

も用い狂い方がよい.

�

㈮

㌮

�

�

�

�

色彩:

色彩は構造上の特徴とともに年代層序区分を示す

のに用いる.

作業の第一段階では広域にわたる編集を容易にす

るため古い時代から新しい時代に対応してスペ

クトルの順に次のごとく色彩を統一する.先カン

ブリア紀(紫青青緑);古生代下部(黄緑)中

部(黄)上部(樫);中生代(明赤色);新生代

(青赤色)

あるTectOnicStageの色(たとえば赤色)におい

てそのTectOnicStageが下位のTectOnicStage

と不整合で接する場合にはその境界線(黒)の内

側に沿ってそのTect㎝icStageの露出地域より

赤色を濃くし推定の場合は細くして?を付ける.

COverの色はCOverの下位岩層の年代が不明の場

合は灰色にし年代カ湖らか技場合は基盤露出岩の

色の淡色とする.Basementの再構造運動により

Co∀erの変形した部分には斜線模様をつけ変形時期

不明の場合は灰色で示し明らかだ場合は変形時の

時代の色で示す.できたらCOverの構造等深線を

TectOnicStageの色で示し厚さの範囲を色層で示す.

堆積岩の岩相を示す場合はTectOnicStageの境

界線に沿ってそのTectOnicStageと同一の色で

細い地紋(パタン)帯で表す.火成岩の露出地は

全域地紋で示す.

火成岩福曲断層はあるTectOnicStageの時

間帯に生じたものであればそのTectonicStage

と同一の色で表現し変成岩はその原岩について

はその生成時期のTectOnicStageの色で示し

その変成時期については変成時期のTectOnic

Stageの色の変成岩め地紋で示す.断層や榴曲軸

など構造に関するものはその生成時期カミ不明の場合

は黒色で示す.

幾つかのTectOnicStageの時間帯にまたカミって生

じた構造の表現法は編集者カ茎考案する.�
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策2表

タイおよび近隣諸国の地質構造階区分表

第四紀

新第三紀

古第三紀

白｣距紀

ジュラ紀

三畳紀

二畳紀

石炭紀

デボン紀

シルル紀

オルドビンシア紀

カンブリア紀

元カンブリア紀

�

児

呰

�

�

�

�

�

�

�

凡

“

偵

�

�

�

�

�

卵

卬

併

�

�

�

偃

ビルマ

��周慮�����

乁����一

MAUNTAINビルマ

��

マライ

��瑯測

���

タイラオ

ス東カン

ボジア

(3論文)

南ベトナム南

西部カンボジ

ア(Workman,

���

南部カンボ

ジア

���慮�

���

沿岸海底

(H･i1･,

���

(QF･)

乁�

(TuF｡)

乁��

���

乁��

���

乁�

ヒマラヤ

造山,3

ヒマラヤ

造山,2

'後期始新世'

ヒマラヤSHAN

遊山,1TENASSERI

.山塊

キンメリジアン

川r

やや沈降

(TC8.9､

玄武岩

CT-Q〆F

(TC･･)

���

ヘルシニア

造山

STF玉一J

�����

カレドニア

造山

チャリア

造山

グレンビル

(またはサ

トプルス)

造山

STF｡一Pユ

ナ

ン

二

フ

ヤ

地

に一･耳)鼻

STBκ

■r

積

(JLKCト6)盆

Yげ/g一･な

ど

(玉F･)

イ

ン

YMF正ド

(Cu-PF｡)シ

デ

ス

YMも｡壬

(･C-C1Fl-2

ヘ

ノレ

シ

デ

YMF£一Cmス

記号(第1表第1図参照):

1.構造区分の表現に文字記号を併用してもよいが最

終的に採用される文字記号はエカフェ全域の編集が

行われた後に決められるべきである.文字記号の

例をあげてみればB:Basement(基盤岩)FT:

C･)

玉一J

(Cu一五F3-4)

(一C-C1Fト2)

����

(PゼB)

HIB的

(J-KCト6)

����

����一

���前��散��

(Cu一正F34)

IFCr玉

(D-C1F･)

���

(一C-SF･)

ダ

(D-KC･1

(七一s止'･)�ニブ�(一C-SF･)

�ト�

�摺�

�曲�

�柑�

DF℃一S��DF℃一S

(PCB)��(凶B)

HIBpC��HIBp℃

(一C-SF･)

����卓�

�乄体��乍�卉��

TeτtiaryFo1dBe1t(第三紀榴曲帯)IEc｡』｡:IEは

IndOnesianFoユdBeIt(構造様式)を示しCu-T｡は

UpPerCarboniferous～Triassic(上部石炭系～三畳

系)を意味する.CP｡一MはPa1eozoic～Mesozoic

(古生界～中生界)のCove･(被覆岩層)を意味�



する.

2.櫓曲軸断層などあ比較的小構造は国際的に使用さ

れている共通記号で表現する.幾つかの構造区分

にまたがるような大きな地溝地塁ドｰみ匁どの

表現は編集者に一任する.

3･よく知られた構造名は図上に示すか別にスケッチ

で示す.

このほか記号地紋などについても具体的に示され

ているがこれらにっいていちいち述べることはわずら

わしいので第一段階編集要領に示されたタイ北部地域

の例を紹介することにしたい.

編集要領に示された地質構造図の例

編集要領に模式図として示されたタイ北部の地質構造

図は次のようなものである.

北部タイの地質時代岩相不整合および火成活動を

示した地質総括表(第1表)からこれまで述べた要領

によりTectOnicStageを区分しさらにタイ国全域

近隣他国(ビルママレｰシアラオスカンボジア

ベトナム)の`TectOnicStage'の区分柱状図の対比によ

り(第2表)各国にまたがった広域に対しより適当恋

`TectonicStage'を設定しようとしている.

ここでビルママレｰシアタイインドシナ地域

のカンブリア紀以後には次の2つのTectonicStageが

あることを指摘している.

①榴曲断層が著しく広域にわたって熱的影響のみられ

る古期岩体灘

②広域にわたって携曲を受け小断層のある新期号俸灘で

小花開岩体と玄武岩により僅かしか熱的影響を受けていな

いもの

北部タイにおりるごとく古期タイプはFo1dBe1ts

(F)である.新期タイプはBasementとFo1dBe1t

にまたがって分布しておりあるところでは堆積後の

構造運動の影響を受けている.そこで新潮タイプはさ

らに2つに分けられる.すなわちaBasementの上

にあって変形の少放いもの(BasementCoveエ:C)b

Fo1dBe1t岩灘の上にあってより変形されたもの(Fo1d

Be1tStagesまたはFo]dBeItCove工:F/C)

編集要領に示されたタイ北部の構造図は第1回とその

凡例に示してある.

地質構造図編集上の問題点を総括する意味も含めて

次に世界地質図委員会地質構造図小委員会からのこの

地質構造図編集要領への提言の概要を述べてみたい.

地算構造図小委員会からの提言

1･“プレｰト･テクトニクスなどの仮説にとらわれ

ずに客観的な資料を示すことが地質構造論や学説の発

展のもとになる"というダッチ氏の考えに対し小委員

会から述べられた意見は次のようなものであった.

“極端に客観的に物を見ることにとらわれて学説を捨

て去ると広域の地質構造図の編集は困難と荏ろう.

たしかに`TectOnicStage'は構造運動の発展の仕方や

期間にかかわりなく区分される.編集要領では作業

の第一歩としてとりあえず提示された編集要領により

関係各国がそれぞれの地域に対し編集することになって

いるが次の作業段階では最終的なものを念頭におか

ずに各国で編集された構造図を機械的に組み合わせよ

うとしてもうまくゆかず全体像を把握するよう在構造

区分カミ必要となろう.このような構造区分はなんら

かの学説を基にしてのみ可能である.

2.BasementFoldBe1tsCoverの定義が不充分で

ある.とくにBasementとFo1dBeltsの違いが明確

にされていない.編集要領によるとBasementは対

象となっている地域の最古のTectOnicStageあるいは

古い榴曲帯と定義されている.Basementは一般に地

向斜で生成し変形されたものでこれが広く露出すれば

Fo1dBe1tにほかならない.･FoldBe1t'と三C0Yer'

という語ははなはだ矛盾している.この用語は変成作

用火成活動の点で異なるかも知れないが変形された

岩石も変形されない岩石も`COver'に属し得る.時に

は榴的地域も`C0∀er'の特殊な場合と見なし得る.た

とえばイランにおいては古生層は中生代新生代に変

形されているが下位のP1atfOmに対してはCOverで

ありアルプス造山運動を受けた中生層や第三紀層に対

してはBasement複合岩体である.したがってこ

れらの区分にはその判断基準が必要である.

3.`P1atfom'や`P1atfomCove･'という用語を使

用しないようにするという理由が明らかで狂い.変形

された基盤と変形されない被覆岩層がある場合はこの

用語は適当であると考える.

4･編集要領にあげられているよう租各種の岩相を示

すことは縮尺の都合上無理である.本編集要領によれ

ば使用することは望ましくない用語であるけれども次

にあげるような古い構造や古地理的環境を示すような

代表的複合岩層にとどめる方がよいであろう.すなわ

ちF1ysch(フリッシュ):Wi1df1ysch(ウイノレドフリッ

シュ)(本誌236号19ぺ一ジ参照)Ancientandrecent

bar工ierreefs(古い時代および新世の褒礁):(島の周囲

を防波堤状にとりまくさんご礁.中央島に付着した内礁と

それを礁湖をへだてとり囲む外礁とから柱る)Coa1-bearing

(以下42真下段へつづく)�


